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仙台市立館中学校
E-Mail：yakatajt@sendai-c.ed.jp
ＴＥＬ022(379)6987
ＦＡＸ022(348)2354

協働型重点目標 見つめ、感じ、考え、行動できる児童生徒見つめ、感じ、考え、行動できる児童生徒

「卒業式」まで約２週間となりました。３年生は受験勉強で忙しい毎日ではありますが、仲間と
の日々を大切にしながら和やかに過ごしています。１、２年生は２月末に行われる「３年生を送る
会」に向けて、これまでの感謝の気持ちを伝えようと準備を進めているところです。
さて、第８２回全国教育美術展において、本校が「各都道府県・指定都市 教育委員会賞（地区

学校賞）」を受賞いたしました。宮城県からの受賞は３校で、中学校は本校のみです。生徒たちの
取組が全国に認められ、大変誇らしく思います。作品の一部を HP に掲載しておりますので是非ご
覧ください。この受賞を励みに、今後も生徒たちの個性が輝く教育活動を目指してまいります。

【表彰（３年生）】

第７６回 毛筆の部 入選 Ｋ・Ｒ Ｓ・Ｔ Ｔ・Ｙ
仙台市小中学校児童生徒書きぞめ展 硬筆の部 入選 Ｍ・Ｋ Ａ・Ｋ Ｓ・Ｙ

第７６回 毛筆の部 特選 Ｋ・Ｒ 金賞 Ｔ・Ｙ
宮城県小中学校児童生徒書きぞめ展 硬筆の部 金賞 Ｍ・Ｋ Ａ・Ｋ Ｓ・Ｙ

第５３回私たちの作品展 優秀賞 Ｓ・Ｔ Ｔ・Ｔ わかば学級

第１３回全国学校図工・美術写真公募展 優秀賞 Ｋ・Ｍ Ｍ・Ｓ
奨励賞 Ｉ・Ｎ Ｋ・Ｒ Ａ・Ｉ

Ｔ・Ｎ Ｋ・Ｍ
入選 Ｕ・Ｓ Ｓ・Ｓ Ｓ・Ｔ

Ｓ・Ａ Ｋ・Ｋ

第８２回全国教育美術展 各都道府県・指定都市教育委員会賞（地区学校賞） 館中学校
特選 Ａ・Ｋ
入選 Ｓ・Ｈ Ａ・Ｉ Ｓ・Ｙ

Ｔ・Ｍ Ｃ・Ａ

３・４月の予定
３月 ６日（月） 公立高第一次募集 ２４日（金） 修了式

８日（水） 職員会議 ＜諸活動中止＞ ２８日（火） 新入生予備登校
１０日（金） 第２７回卒業式 ２９日（水） 離任式
１３日（月） 公立高追試験 ４月１０日（月） 着任式・始業式

中央委員会 １１日（火） 第２８回入学式
１４日（火） 専門委員会 １３日（木） 仙台市標準学力検査
１５日（水） １・２年授業参観 １８日（火） 全国学力学習状況調査

１・２学年懇談会 ２８日（金） 授業参観・ＰＴＡ総会・
１６日（木） 公立高合格発表 学年、学級懇談会＜未定＞
１７日（金） 学年部会 ＜諸活動中止＞ ※変更になる場合があります。ご了承願います。

学校だよりに掲載されている個人データは、仙台市個人情報保護条例によって保護される対象でありますので、むやみに第三
者に提供・複写したり、不当な目的に利用することのないよう、また破棄する場合は、適切、確実に行うようお願いいたします。

 
 



令和４年度 学校評価アンケートから(成果と課題 等）

保護者の皆さまには、２７の質問項目中１９項目において、「あてはまる」と「おおむねあてはまる」を合わ

せた数値が８０％を超える評価をいただきました。生徒は、１９の質問項目中１６項目において８０％を越え

ました。このことは本校の教育活動について、この一年間にわたりご理解とご協力をいただいた結果と考えま

す。心より感謝申し上げます。つきましては、特に特徴的な項目を中心に成果と課題についてお伝えします。

＜成果＞

○「学校は教育方針や学年・学級の経営方針をわかりやすく伝えている。」【保護者８１％】

○「学校から発行する便り（学校・学年・学級だより）などの内容は適切である。」【保護者９２％】

令和２、３年度に引き続きコロナの影響で、行事や保護者会・授業参観を縮小せざるおえない状況

でしたが、保護者の皆様のご理解とご支援をいただき、また HPやお便り等に目を通して学校の活動
を温かく見守ってくださった結果と考えております。

○「学校に行くことが楽しみである。楽しみにしている。」【生徒８７％・保護者８１％】

○「学校はよく相談に乗ってくれる。話を聞いてくれる。」【生徒８９％・保護者９０％】

○「授業はわかりやすい。わかりやすい授業づくりを行っている。」【生徒９３％・保護者８４％】

○「家族とよく話をしている・話す時間をとっている」【生徒９０％・９４％】

○「時と場に応じた挨拶や返事ができている・挨拶や言葉遣いがよい」【生徒９６％・保護者８３％】

生徒が楽しく学校生活を送ることができるのは、お子様と話す時間を十分に取っていただくなど、

ご家庭の支えがあってこその結果と考えます。また、館中生は挨拶がよくできていると地域の方や来

校者からお褒めの言葉をいただいております。

＜課題＞

△「自分は、みんなと意見が違っても、自分の意見を話すことができる。」【生徒７０％】

「自分は、人の意見や考えをきちんと聞いている。」【９８％】

本校では、協働型学校評価重点目標として、「適切な判断をしてそれを表現できる力の育成」を掲

げ取り組んできましたが、「みんなと意見が違っても、自分の意見を話すことができる。」と答えた

生徒は７０％に留まりました。生徒の９８％が、「人の意見や考えをきちんと聞いている」と評価し、

他者の意見や考えを受容する環境はありますが、自分が違う意見を言うことで場の雰囲気が悪くなる

のではないか等の不安が優先し、自分の考えを表現できない生徒もいるようです。自分自身の力で見

つけた考えを周囲と意見が違っても話すことは、多様な考えを共有し、集団の力を高める大切な機会

となります。今後も表現する力の育成を目指して取り組んでまいります。

△「自分は、清掃活動や係活動などに進んで取り組んでいる。」【９８％】

「自分は、進んで地域の行事やボランティアに参加する意欲がある。」【生徒６２％】

「お子さんは、進んで地域の行事やボランティアに参加する意欲がある。」【保護者３８％】

高い数値で示されているとおり、生徒たちは校内の清掃活動や係活動に積極的に取り組んでいます。

また、６月に行われた地域防災訓練では、自分たちの力が地域のために必要であることを再認識し、

１１月に地域清掃（おとなも子どももボランティア）の代わりに実施した学年行事「落ち葉掃き活動」

では、学校周辺の歩道をきれいにしようと一人一人意欲的に取り組んでいました。また、校地内外の

雪かきを自主的に行ったり、館児童センターで行われたスポーツ教室では小学生のお世話をするなど、

ボランティア活動に進んで取り組む姿が見られました。ここ数年、コロナの影響で地域の行事やボラ

ンティア活動の機会をあまり持つことができませんでしたが、今後、活動の機会が増える中で、持ち

前のボランティア精神を多いに発揮することを期待しています。

＜次年度に向けて＞

自由記述欄では、「ICT 教育の推進」や「行事の持ち方」等、貴重なご意見や励ましの言葉をいただ
きありがとうございました。いただいたご意見につきましては、全教職員で共有し、改善を図ってまいります。

新型コロナウイルスの終息までは、もうしばらく時間がかかりそうですが、保護者の皆様、地域の皆様と手

を取り合い、生徒たちの健やか成長を目指して、「自主自律・切磋琢磨・誠実友愛」を本校の教育活動の中心に

据えながら、前に進んでまいります。


